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ヤサイゾウムシの生態に関する研現
第 1報特に食餌植物に就て
-文 江・ 安 宜
ヤザイゾウムシListroderescostirostris'var. obli1凶 JKLUG" (鞍麹目象鼻虫科〉は南米プラジ
Jレが原産地(1，1)とされているが，今日世界に沿いては此のほかにアルゼンチY. ウルグアイ【21，
チリ _(4)などの南米諸国は勿論，濠洲町北米合衆国町南阿聯邦(7)の諸国に分布している藤
茶の害虫である. そして此の地理的分布を気候型から考察してみると， Koppen仰の気候分
類の型式に従えば， C気候(温帯降雨気候，最寒の月の平均気温が180C.と-30C.との間に
在る)そのなかでも特に Cf気候〈温帯恒雨気候)，叉は Cs気候(温帯多雨気候)の地域に
限.られている.との意味むらいえば，コーカサス，商ヨーロツパ南部及地中海沿岸地方がとの
範囲に入りヤサイゾウムシの棲息可能地域に当るととになるのであるが，未だ今日のととろ発
生の報告はない.
我固にたいて之が鳳箸な発生被害が認められるよう陀なったのは比較的最近のととであっ
τ，即ち1942年岡山懸吉備郡槽坪岡村，浅口郡舶徳町の採種用人参畑にirける被害が初めてで
あった(ト11). ::;tもとれより以前1940年の初夏の頃既に倉敷市西小学校教官山1東平氏は高梁
川下流の現在倉敷市酒樟においてヤサイゾウムシ成虫を捕獲されている.場所仕河原の維草の
中であった.してみると本種が海外から我国へ侵入してきたのは1940年以前のととであるとい
えるが， その伝播径路は明かでない.白神受等(1，)は外国航路の商船等で生食用野菜?亡幼虫が
附着していたのがもとではないかとの推定を下している.次来年を追うて園内I'Cおける分布地
域が拡大して行き，特に鞍後Y亡沿いて甚だしL 重量林省編「病害虫発生予察資料Jl3)陀よれば
現在では岡山県系南部一帯は勿論，九州，四国，中国，近畿，東海，関東等の西南日本の太平洋
精岸諸府賑には所身に発生をみるに到った本種乃分布地域で海岸K面しない内陸の地方では
奈良県系高市郡八木町{14) ，京都府顕著郡田辺町{時}が末年I'C~トって新た陀報告された
以上我固における発生般況をみると，現在のと芝ろでは本州南岸棟(11)1 よりは北方〈侵入し
て治り夏期平均気温210C等温線(川よりは南方において止まっているととI'Cなる.
ヨたにヤサイゾウムシの経過習性についてはとれまで白神，石井両氏〈内 383，小林仰，小桝(iO，
m，川崎〈tzh吉弁明，田中川の諸氏の研買があるが，筆者は本種の食餌植物について若千の
観察を行ったので此処に一応報告する.
責験 方法
岡山市海島岡山大学農学部附属農場及其附近から採集してぎたヤザイゾウムシ幼虫の3....4
令のものを 5匹前後，あらかじめ底に水をもって湿IDL-た誼紙をLいてある中型シャーレに食
餌植物の葉と共に牧容し，研究室内に放置し， 2日後に給葉を取出して食痕の有無を調ペtc.
叉さらに大部分の供試品については之を直接印画紙とに投彰して食痕図を作った実験期聞は
1951年4月..6月である.
-本種の学名については本邦lmヤサイゾウムシに慌寸る u.S. D. A.から農業技術研安所湯浅啓温博士
宛の支""二従った.米国における俵近の研境者，例えば Parker&弘~ry (19船)， Metcalf， Fl泊t&
Metcalf (l961)，験記kham (19(>2)等も亦本学名を用いている。
ca学研究第40~ 第 a号 151-155頁1I~52) (lliJ.) 
責験結果
今多少共ヤサイゾウムシ幼虫が喰した植物を列挙すれば次の遁りである.向とれらの植物の
学名については読菜類に関しでは主として並河教授，(25)， その他は牧野博士(~8) に従った.
ト読茶 類
1.1，ρium gTaveol伺 Jvar. dulceセル y-
2. Beta vu(ga'II var. Ciclaフグγサウ
3. Brarsica jflnc伺タカナ
4. B. Komatsu叩コマツナ
5. B. NapufρarasinenSIJシャクシナ
6. B. oleracea var. capitataキャベツ
7. B. pekinenrisハクサイ
8. Cry，ρtota開 iacanaゐnsisvar. japonicaミぴパ
9. Crysanthemum corontlriumシユシギタ
10. DaucωCarota var. sativa ;:γクシ
11. EutremA防'asabiワサピ
12. Ipomea Batatasサツマイモ
13. Lactuca dracoglouaリウゼヅザイ
14. LタC'.JpeTlicvmelcu(entum トマト
15. Petasites japonicuJフキ
16. Solanum tuherJsumジャガイモ
H.花弁 類
17. Calendt4'a a町倒的キシセシカ
18. Crysanthemum morifolium var. sinenseキグ
19. D必nthusbarbatusアメリカナデシヨ
20. Pelarg側 iumin伊 i町削テγヂタアプヒ
21. Phlox Dずttmmondiiキキョウナデシコ
22. Vacαrria pyram拙lta ドウカシザウ
. 1.その他の作物
23. Brassica NaρUf rapiferaスエーデンカプラ
24. Maruf bombycisタワ
lV.野 生植物
25. Chenapodium album var. centrJruhrumアカザ
26. Matricaria sp.カ芝ツレの 1種
27. Portulaca oleraceaスベリヒユ
28 Tara:l;:Jcum sp.グシポボの 1種
spち筆者が実験したもの L内でヤサイゾウムシ幼虫の食餌植物となったものは合剖11科.28憧
であって，とれを科31Jκするとキク科7種，十字科6種が設も多い.
ζれを海外にたりる研賓と比較すれ，ば， High氏仰が米国i"Cゐいて調査したと ζるによると
栽場植物1持ト31種，野生植物16科 40種にのぼるが，最も多い種類は前者では十字科蔵莱であ
り，後者ではキク科であった.叉 Parker，Berry両氏問の南米ウルグアイにおける調査では
(15:1) ー純一
野生植物7科19種乃内最も好む雑草はハョペ Stellriamediaであったが，科としては.キグ科
に属するものが第 1 位を占めた.即も，鋸倉の結果かちみてもとれら開外国~irける成績と大
体同様の傾向の食世~示ずものと曾ろと左が出来.!!>.
曾って湯浅昏温情士紛ぽ.白木昆虫学会第9回大会tGirv、て講演しヤザイゾ汐Aクt将来我
固において藤茶類ばヵJりでなく花弁，繋箪，果樹類等tcも脅威を与えるかも知れない左往費し
たが，筆者のとの僅かな実験例からみてもその事が看取されるし叉筆者が実地陀ついて調査
Lたととろでは岡山市近郷に穀埼ぜられているキシセνヵCdlendu!nartJetisi. は殆んE例外な
〈その花曹が被害を受けて~.IJ.とれに関しでは慨にZIJtc発表f叫したので此処で俗:精しいとk
~:省略する.
文書たに注目ナペE争点は桑 Mof'W b:m閣byti・sである.今固め実験でもヤサイゾウムシカヲド常に
好むととが分ったが，未だ野外では桑慣に於Uる発生被害を観察してゐらない.げれどもHigh
氏f町陀よれば米国加州にたいて野生桑〈カラ守守グワ)MJf'Us alba の棄を成虫が喰害L~て'いた
事実がある.元来ヤザイゾウムシ段カ日警の蛤めにt1植物Yコ新芽を襲ろととが多いので"るが，
今筏留に会ける繁華業の立場からl場えると，春蚕の知立時期がたまたま本害虫の最も繁殖する
と含陀当っているから，春季桑樹の発芽初期，特に燕口期にZないで敏響を受りないよう注意し
たいと蟻蚕の帯立後にゐげる給桑量に膨響を及ぽす恐れな倉を得ない.一且桑園に第主主してか
らでは桑樹容虫の駆除ぽ特に宵整中は事実上殆んJ:不可能である.
韓国において従来判明しているャ，ィγウムシの貧餌植物:とれまでの研境調釜によって分
っている守今イグウムクの食餌植物のたかで，今回の実験κょった分以外のものを多考のため
列挙すれば，挟の29種とたる.即ち
タパ::1，グイコシ【1D.hl:ムシヨタギタ，ゴボウl :+.-レY1トウ，キョウナ， dヤプ且 y;;シ，
イ只チグナt創)!チシ・ャ，ハ詔ベ1・):パセりー ， 主主ナグサ， ガ【ベラ， ナンキンすメ(向t'1)! 
カプヲ，アプヲナ，ナスピ，.:r.γVウ，ネJf， グマネJfj 且ラーキユウ v，タ:02，イヌノフT'
h ハルシャギク，オホパョ，ホトケノザ，ナヅナ{泊】:ミプナ畑】
筆者の結果と合計すれば我固におげるヤサイゾウムシの食餌植物は栽培植物43撞，野生植物
14置で総計57種となる.しかし本害虫の食性は著しく雑食性であるからその食餌植物の種類は
今後も噌加してい〈と主が予想されるのである.ー般に普虫が新しい土地へ侵入した場合には
原濠地にたりる場合よりも努生被害が激甚となるのが通例であり，本容虫でも曾って甫米から
北米，濠刑に定着をみた時もとの例I'r-i地れない.我国陀主ないても最初岡山聴に努見された当特
の被害作物ほ.=:.y~y~て限られていたので，ニシタンゾウムシ(1!)è称せられでいたが.漸次食
性の範囲が拡まり，叉未聞に1ないて最初 tomaoweevil~~; tumip weevilclLl;')等と呼ばれてい
たのが1931年同国応用昆虫学会命名委員会側によって氷普通名を Vegetableweevilと正式
に改称された事実に鑑み， 1949年農林省はヤザイゾウムシと云う和名川を与えたのであらう.
備ヤサイゾウムシ幼虫の食客形式は多くの場合，葉裁から喰はす=に葉面を円売多に喰害するか
(第1図版参照)，或は叉時には中肋部や茎内に喰入るととがある.
附 ヤサイゾウムシの天敵について
害虫がをの原産地t乙たい℃は経済:的にあま b問題とならない理由のーっと L-Cζれに対する
天敵め多いととが挙げられ℃いる. 守サイゾf7ムシに・:;>ぃτも米国農務省の Parker，B町ry
両氏岬3がF精米f'C.ta-もむいて岡地にたりる天敵を調査し℃いるが， たれによる之本轡虫の幼虫
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及成虫の寄生蜂，寄与生蝿，蝕虫類，虫生菌類などロ種の天敵を発見してゐ!J， 4年tGわたる観
察の結果同地方に3ないて比本種による栽場植物の顕著な被害は殆ゐどないと去っているが，之
に反して我国に沿いてはとれまでその天敵の発見された配障は未だなかった.
筆ー者は1妬O年及1951年の 5"""'6月の候に沿いてヤサイゾウムシ幼虫を飼育中，偶k ノミバエ
Phoridaeの1種の幼虫がヤサイゾすムシ幼虫の体壁を喰ひ破り，或r.fJlI門から体内に多数侵
入して，とれを殆んど空洞化してしまっ党鰍態を2固にわたって観察した.
飼育の結果によると該ノミバzの成虫は体長1..5叩1.Bmmで多少友色がかった茶色の蝿であ
って，踊は図桶で体長約1.8mmの茶色，老撚幼虫は白色を真し体長市句2.5mm，卵は白色長楕
同形でその長径約O.1mmである(第2図版G，H参照).産卵より成虫羽化までの期聞は岡山地
方にたりる 6月の室温のもとでは約15日を要する.瓦乙のノミパエは合成機養基で人工飼育が
可能であるが，実験的にとの幼虫を健康なヤザイゾクムク幼虫と共I'C沿いても寄生えないし，
叉岡山市附近に沿いて野外に沿いてとの幼虫がメミバエの寄生を受けている事実を未だ確認し
たととはない.問中氏{回〉の報告によれば浜松市に沿いても問機ノミバェは棲息Lでいるがヤ手
イゾウムシに寄生していないというととである.筆者の場合Jミパエの寄生を受りつつあワた
ゾウムシ幼虫は行動不話避の個体に限られ，健全で!元気なもの比体を絶え守動かせて体K取り
ついたノミパエ幼虫を払除りる行動をする.叉軟化病l'Ci躍って腐敗の進んだゾウムシ幼虫・をと
のノミパヱは.特に好む様である.とれらの事実から考察すると筆者の観察したととは恐らく極
めて稀にしか起らない現象台t>~τ，該J ミメ~ジヤサイゾ ウみ シ に対する天敵トと Lての意義
付殆んどないものと考えざる主得ない.Mauoch氏。リて曾ってノミバエ科の食性と寄主選択に
ついて精しい報告をLてゐ!J， とれにもとづいて Claus叩氏抑1はJ 主パエ類と他の特定の昆
虫との闘係については情不明の点が多ζ，特にノミ不エの真の寄生性ふ腐肉食性と寺中燃と区
別するととは難しく，あるときは活物寄生をなし，叉あると営は不健全な個体や傷ついて間も
なく死にそうな個体を襲うととがあると述べているが筆者の場合も赤金くその遁bである.
欄 要
1.ヤザイ究ウムシ Listroderescostirostris var. obU伊 ωKLUG幼虫に対Lて実験的に種k の
植物の葉を与えてみた結果，その食餌植物となったものは11科28種であって，とれを科別にす
るとキタ科7種，十字科6種が最も多〈て，本害虫の海外にたりる食性と問傾向を示めした.
2.ヤサイゾウムシ幼虫を飼育中，偶然ノミパェ Phoridaeの 1種がとれに寄生する事実を
観察したが，ヤザイゾウムシの天敵としての価値は少ないものと考える.
終りに絶えず御指事を賜っている岡山大学長学部春}I!)忠育教綬並に種々 御教示を仰いだ湯浅啓湿，熊代言
郎，深谷昌次，安田再検，白神虎雄，問中亮三，山川東平の諸氏に深掛する.倫本報の概要』主]951年10月15
日，日本昆虫学会第11回大会〈奈良市3に於いて発表した.
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号事 関
ヤサイグウムY幼虫の食痕図くx%)
A Morus bambycis グV
阪
B Brassica Nゆusrapifera A :r-ーダシカプラ
C Chenotodium album var. centrorubrum アカザ
D Cryptotaenia c国ladensisvar. japonica ~ ':1 Tf 
E Petasites japonicus "7キ
〈安江撮影〉
努 2 図 版
F 
G 
宅アfz~」入 ?????，?
E I J 
F ヤサイグウムシ成虫 Listrc幼時scostirostris var. coliquus KLUO ( X 2) 
G ヤサイグウムシ幼虫に寄生する .1~バエの成虫(x25，人工培養基より寿司イO
H .1. バエ成虫の前麹(x30) 
I ノミバエ幼虫の寄生をうけたヤサ4グウムシ幼虫(体内に10数匹の .1~バエ幼虫を複す)
J ノミパエ幼虫K喰荒されて体内が空洞化したヤサイグウムシ幼虫 (x2) 
〈安江撮影〉
